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本
書
は
、
シ
リ
ー
ズ
『
激
動
の
イ
ン
ド
』 （
全
五
巻
）
の
一
冊
で
あ
る
。
同
シ

リ
ー
ズ
は
、
激
動
す
る
現
代
イ
ン
ド
を
め
ぐ
る
諸
状
況
を
把
握
・
展
望
す
る

た
め
の
学
際
的
な
取
組
み
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
本
書
は
「
環
境
と
開
発
」
と

い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
的
淵
源
と
現
在
に
お
け
る
問
題
の
双
方

を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
本
書
の
構
成
は
、
第
１
章
「
人
口
と
土
地
開
発
の
長
期
変
動
」 （
高
橋
昭
子
・

水
島
司
）、

第
２
章
「
セ
ン
サ
ス
期
（
一
八
八
一
～
二
〇
一
一
年
）
の
人
口
変
動
」

（
宇
佐
美
好
文
）、
第
３
章
「
降
水
動
向
と
農
業
・
都
市
」 （
岡
本
勝
男
・
堀
野
豊
人
）、

第
４
章
「
イ
ン
ド
の
農
村
と
食
料
生
産
」
（
川
島
博
之
）、

第
５
章
「
食
料
生
産

に
伴
う
窒
素
循
環
と
環
境
汚
染
」
（
新
藤
純
子
）、

第
６
章
「
県
別
窒
素
負
荷
量

の
推
計
か
ら
み
る
イ
ン
ド
の
環
境
問
題
」
（
関
戸
一
平
）、
終
章
「
二
一
世
紀
に

お
け
る
イ
ン
ド
の
環
境
問
題
の
行
方
」
（
川
島
博
之
）
と
な
っ
て
い
る
。
 

 
前
半
部
（
第
１
～
３
章
）
で
は
環
境
・
開
発
の
過
去
二
〇
〇
年
間
に
及
ぶ
歴

史
的
経
緯
を
検
討
す
る
。
ま
ず
タ
ミ
ル
に
お
け
る
一
八
世
紀
末
～
一
八
七
〇

年
代
ま
で
の
人
口
・
土
地
問
題
に
つ
い
て
、
耕
地
の
外
延
的
拡
大
と
人
口
増

加
の
密
接
な
関
連
性
を
特
徴
と
み
な
す
。
続
い
て
一
八
七
〇
～
二
〇
一
一
年

に
お
け
る
人
口
問
題
を
扱
い
、
そ
の
地
方
偏
差
の
重
要
性
に
言
及
す
る
。
ま

た
現
代
で
は
、
米
・
小
麦
生
産
地
双
方
に
お
い
て
、
灌
漑
設
備
の
充
実
に
よ

っ
て
安
定
的
農
業
生
産
が
可
能
に
な
っ
た
と
し
、
例
え
ば
マ
ド
ラ
ス
市
の
貯

水
量
を
試
算
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

 
後
半
部
（
第
４
～
６
章
及
び
終
章
）
に
お
い
て
は
、
現
代
イ
ン
ド
の
環
境
・
開

発
の
問
題
を
扱
う
。
そ
の
な
か
で
、
東
・
東
南
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
土
地
・

食
料
の
諸
デ
ー
タ
と
の
比
較
検
討
、
イ
ン
ド
が
緑
の
革
命
を
経
て
食
料
問
題

を
脱
し
一
九
九
〇
年
代
以
降
穀
物
の
純
輸
出
国
に
転
じ
て
い
る
こ
と
、
さ
り

な
が
ら
単
収
増
加
を
も
く
ろ
み
、
窒
素
肥
料
を
使
用
す
る
こ
と
が
引
き
起
こ

す
環
境
汚
染
に
は
今
後
警
戒
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
都
市
化
に
お
い
て

も
窒
素
汚
染
を
避
け
る
べ
く
下
水
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
る
。
 

 
本
書
の
特
徴
は
、
第
一
に
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
を
異
に
す
る
多
数
の
研
究
者
に

よ
る
最
先
端
の
研
究
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
各
専
門
家
が
、
イ

ン
ド
の
環
境
開
発
に
つ
い
て
、
例
え
ば
人
口
増
加
・
土
地
利
用
・
水
利
用
と

い
っ
た
共
通
ト
ピ
ッ
ク
を
念
頭
に
、
専
門
事
項
を
論
じ
て
い
る
点
で
、
特
に

価
値
が
高
い
。
 

 
第
二
に
、
そ
の
専
門
に
よ
ら
ず
、
依
拠
す
る
史
資
料
と
し
て
、
セ
ン
サ
ス
、

全
国
標
本
調
査
、
あ
る
い
は
Ｆ
Ａ
Ｏ
統
計
と
い
っ
た
、
数
多
く
の
大
規
模
な

広
域
的
・
定
期
的
数
量
統
計
の
利
用
に
よ
っ
て
、
比
較
的
一
貫
し
た
見
通
し

が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
 

 
第
三
に
、
タ
ミ
ル
ナ
ー
ド
ゥ
州
に
関
す
る
考
察
を
起
点
と
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
タ
ミ
ル
に
お
い
て
は
村
落
地
片
レ
ベ
ル
の
数
量
統
計
の
検
討
や
、

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
従
っ
て
、
特
に
本
書

前
半
部
で
、
ま
ず
近
代
タ
ミ
ル
の
環
境
を
論
じ
た
上
で
、
亜
大
陸
内
の
地
域

偏
差
に
言
及
を
進
め
て
い
る
の
は
、
如
何
に
イ
ン
ド
を
語
り
う
る
か
と
い
う



『史学雑誌』第 124 編 第 4 号 「新刊紹介」                 2015 年 4 月 20 日発行 

 

公益財団法人史学会 編集・発行 

©Shigakukai, Tokyo, 2015. 

方
法
論
と
し
て
興
味
深
い
。
 

 
本
書
を
通
読
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
ド
の
環
境
・
開
発
と
い
っ
た
現
代
的
課
 

題
に
長
期
的
視
野
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
現
状
分
析
と
解
決
方
法
に
つ
い
て
 

の
見
通
し
と
が
得
ら
れ
る
。
高
度
に
細
分
化
さ
れ
る
イ
ン
ド
地
域
研
究
に
つ
 

い
て
、
各
専
門
の
方
法
論
的
先
端
を
示
す
と
同
時
に
総
合
的
に
俯
瞰
す
る
と
 

い
う
難
事
に
挑
ん
だ
書
物
で
あ
り
、
そ
の
刊
行
を
嘉
し
た
い
。
 

（
原
 
孝
一
郎
）
 

 
 


